
218



23



23



45



45



67



67



89



89
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令
和
２
年
度
は
、
「
第
２
次
中
期
経
営

計
画
」
並
び
に
「
第
２
次
農
業
戦
略
実
践

３
カ
年
営
農
計
画
」
の
２
年
目
と
し
て
、

営
農
指
導
と
経
営
指
導
を
通
じ
た
農
業
所

得
の
増
大
、
地
域
の
活
性
化
、
農
業
生
産

の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

販
売
事
業
に
つ
い
て
、
米
穀
は
水
稲
の

作
況
指
数
が
99
（
前
年
99
）
と
な
り
、
主

食
用
米
の
収
穫
量
は
８
５
，８
０
０
ｔ
で
、

前
年
産
比
３
０
０
ｔ
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
集
荷
数
量
は
令
和
３
年
３
月

末
現
在
で
３
４
，０
４
３
ｔ
と
な
り
、
出
荷

契
約
に
対
す
る
集
荷
進
度
は
88
・
３
％
、

前
年
対
比
で
は
96
・
４
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

園
芸
は
、
島
根
ぶ
ど
う
が
、
販
売
面
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
宣
伝
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
取
り
入
れ
た
こ
と
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
巣
ご
も
り
需
要
に
よ
る
量
販
店
需
要
が

活
発
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
㎏
単
価
に

お
い
て
過
去
最
高
の
１
，３
５
９
円
（
税

別
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

西
条
柿
は
、

総
じ
て
品
質
は

良
好
で
あ
り
、

㎏
単
価
は
前
年

を
上
回
り
ま
し

た
。 Ｊ

Ａ
し
ま
ね 

令
和
２
年
度
事
業
報
告

　

畜
産
は
、
乳
価
に
お
い
て
、
生
乳
流
通

体
制
の
合
理
化
（
共
販
体
制
）
の
推
進

と
、
乳
質
改
善
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
昨

年
対
比
で
２
円
の
㎏
単
価
の
向
上
が
図
ら

れ
販
売
額
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

肥
料
・
農
薬
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
肥
料
統
一
銘
柄
７
品
目
、
農
薬
統

一
銘
柄
10
品
目
を
継
続
し
て
選
定
し
、

品
目
集
約
に
よ
る
価
格
低
減
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
価
格
低
減
と
な
る
担
い
手
直

送
超
大
型
規
格
農
薬
の
普
及
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

貯
金
に
つ
い
て
は
、
総
合
事
業
体
で
あ

る
Ｊ
Ａ
の
特
性
を
生
か
し
、
「
し
ま
ね
和

牛
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
、
農
畜
産
物
消
費
拡
大
、
農
家

所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
貸
出

金
に
つ
い
て
は
、
農
業
資
金
に
お
い
て
、

担
い
手
農
業
者
の
皆
様
の
借
入
負
担
軽
減

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
各
農
業
資

金
の
保
証
料
（
島
根
県
農
業
信
用
基
金
協

会
）
を
全
額
助
成
し
ま
し
た
。

　

共
済
は
、
担
い
手
経
営
体
や
個
人
農
業

者
に
対
し
、
農
業
経
営
に
関
わ
る
様
々
な

リ
ス
ク
へ
の
診
断
を
行
う
「
農
業
リ
ス

ク
診
断
活
動
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
」
を
通
じ

た
子
育
て
支
援
や
次
世
代
と
の
繋
が
り
づ

く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　

く
ら
し
の
活
動
で
は
、
豊
か
で
く
ら
し

や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
「
食
と
農

に
関
す
る
活
動
」
「
地
域
貢
献
活
動
」

「
支
店
ふ
れ
あ
い
活
動
」
を
三
本
柱
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
制
限
が
あ
る
な
か

で
、
ふ
れ
あ
い
活
動
に
取
り
組
み
、
食
と

農
、
地
域
と
Ｊ
Ａ
を
結
ぶ
取
り
組
み
と
し

て
、
組
合
員
や
地
域
住
民
と
Ｊ
Ａ
役
職
員

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、

農
協
運
動
の
活
性
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
販
売
品

販
売・取
扱
高
が
３
７
９
億
９
６
百
万
円
、

購
買
品
供
給
高
が
３
１
３
億
２
０
百
万
円
、

貯
金
残
高
が
９
，９
６
４
億
４
４
百
万
円
、

貸
出
金
残
高
が
２
，８
３
６
億
８
９
百
万

円
、
長
期
共
済
保
有
高
が
３
兆
１
，

８
３
７
億
８
４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
財
務
状
況
の
安
全
性
を
示
す
指
標

で
あ
る
自
己
資
本
比
率
は
14
・
33
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

収
支
面
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益

が
９
億
６
２
百
万
円
、
経
常
利
益
は

２
３
億
７
百
万
円
と
な
り
、
当
期
剰
余
金

は
１
７
億
１
６
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
取
崩
基
準
に
基
づ
く
目
的
積
立

金
の
取
崩
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
減

損
損
失
等
に
か
か
る
経
営
基
盤
強
化
積

立
金
の
取
崩
２
億
８
６
百
万
円
等
を
行

い
、
当
期
首
繰
越
剰
余
金
５
億
８
３
百
万

円
を
加
え
た
当
期
末
未
処
分
剰
余
金
は

２
５
億
８
６
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

出
雲
地
区
本
部 

令
和
２
年
度
事
業
報
告

〇
営
農
指
導
事
業

　

国
の
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
等
を
活
用
し
た
ぶ
ど
う
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス

令和２年度事業報告と
令和３年度事業方針について

　ＪＡしまね第７回通常総代会を６月２７日に開催し、前年度事業報告、新年度事業計画について可決承認いただき
ました。
　その内容について、組合員のみなさまへご報告し、ご意見・ご要望を伺う機会として、出雲地区本部では地区別組合員
大会を例年開催しております。
　しかしながら、今年度につきましては新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、各ブロック１会場と致しましたの
で、ＪＡしまね及び出雲地区本部の令和２年度事業報告、令和３年度事業計画について、ご報告させていただきます。
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事業別の明細

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 379億96百万円 81億87百万円

購買品供給高(生産資材) 126億94百万円 19億79百万円

購買品供給高(生活物資) 186億25百万円 124億42百万円

貯金残高 9,964億44百万円 2,700億91百万円

貸出金残高 2,836億89百万円 713億48百万円

長期共済保有高 3兆1,837億84百万円 7,268億66百万円

事
業
（
22
・
４
ア
ー
ル
）
・
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
（
64
・
６
ア
ー

ル
）
、
県
の
中
核
的
な
経
営
体
を
目
指
す

自
営
就
農
者
確
保
対
策
事
業
を
活
用
し
た

ミ
ニ
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
（
6.4

ア
ー
ル
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
経
営
継
続
補

助
金
（
国
）
の
申
請
支
援
を
行
い
、
１

次
・
２
次
あ
わ
せ
て
２
３
５
件
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

消
費
者
か
ら
の
農
産
物
へ
の
安
全
・
安

心
を
求
め
る
気
運
の
高
ま
り
に
よ
り
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
を
活
用
し
た
「
安
全
・
安
心
な
農
産

物
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
現
在
４
組

織
が
「
美
味
し
ま
ね
」
認
証
を
取
得
し
、

「
美
味
し
ま
ね
」
認
証
の
上
位
認
証
で
あ

る
「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」
を
出
雲
し

い
た
け
部
会
に
続
き
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
が

グ
ル
ー
プ
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

米
穀
で
は
、
倉
庫
大
口
奨
励
や
カ
ン
ト

リ
ー
利
用
奨
励
な
ど
集
荷
対
策
を
実
施

し
、
米
集
荷
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

畜
産
で
は
、
国
の
畜
産
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
な
ど
の
特
別
対
策
事
業
を
活
用
し

た
リ
ー
ス
牛
舎
（
５
７
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
建
設
し
ま
し
た
。

〇
購
買
事
業

　

生
産
購
買
事
業
で
は
、
県
下
統
一
品

目
（
水
稲
：
肥
料
５
品
目
・
農
薬
16
品

目
、
園
芸
：
肥
料
１
品
目
、
汎
用
肥

料
：
１
品
目
）
に
集
約
し
、
価
格
低
減

に
努
め
ま
し
た
。
営
農
組
合
や
担
い
手

農
家
に
対
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し
て

肥
料
の
大
型
車
直
送
、
農
薬
の
大
型
規

格
品
の
推
進
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
ピ
タ
で
は
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
に
努
め
な
が
ら
、
生
鮮
食
品
を
中

心
に
地
元
産
品
の
販
売
拡
充
と
よ
り
地

域
に
密
着
し
た
店
舗
運
営
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

旅
行
事
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

残
念
な
が
ら
支
店
企
画
旅
行
を
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
旅
行
事
業
の
先
行
き
が
全
く
見

通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
長
年
事
業
伸
長

の
役
を
担
っ
て
き
た
旅
行
相
談
員
制
度

を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

葬
祭
事
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
を
徹
底
し
、
利
用
者
並

び
に
職
員
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
コ

ロ
ナ
禍
で
多
様
化
す
る
葬
祭
ニ
ー
ズ
の

対
応
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
ガ
ス
機
器
の

リ
ー
ス
普
及
と
他
燃
料
か
ら
の
燃
料
転

換
に
取
り
組
み
、
保
安
業
務
に
お
い

て
は
計
画
的
に
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の

更
新
を
行
い
、
体
制
強
化
に
努
め
ま
し

た
。

　

石
油
事
業
で
は
、
ラ
ピ
タ
と
連
携
し

た
販
売
促
進
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
セ
ル
フ
給
油
所
の
販
売
力
強
化
と

し
て
洗
車
設
備
の
更
新
等
を
図
り
、
利

用
者
拡
大
に
繋
げ
ま
し
た
。

　

自
動
車
事
業
で
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
提
案
を
積
極
的
に
行

い
ま
し
た
。

〇
販
売
事
業

　

販
路
拡
大
の
た
め
、
香
港
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
向
け
に
西
条
柿
（
生
・
干
し

柿
）
と
菌
床
し
い
た
け
の
試
験
販
売
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
も
輸
出
試
験
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
阪
急
百
貨
店
で
の
「
し
ま
ね
フ
ェ

ア
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
未
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
代
替
と
し
て
出

雲
の
特
産
品
を
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
て
販

売
す
る
「
プ
チ
し
ま
ね
フ
ェ
ア
」
を
定

期
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

ギ
フ
ト
・
直
販
で
は
出
雲
地
区
本
部

独
自
通
信
販
売
「
だ
ん
だ
ん
出
雲
ご
縁

倶
楽
部
」
を
活
用
し
、
出
雲
ふ
る
さ
と

会
を
は
じ
め
と
す
る
出
雲
に
縁
が
あ
る

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
阪
急
百
貨
店

の
お
中
元
・
お
歳

暮
ギ
フ
ト
に
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

や
柿
の
加
工
品
等

の
販
売
を
行
い
、

好
評
を
得
ま
し

た
。

〇
信
用
事
業

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
営
農
担
当

部
署
と
連
携
し
、
新
規
就
農
者
や
意
欲

あ
る
地
域
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
融

資
推
進
の
強
化
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
た
農
業
者
へ
の
迅
速
な
資
金
対
応

に
心
掛
け
、
農
業
融
資
の
伸
長
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

住
宅
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
働
き
か
け
も
行

い
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
中
心
と
す
る
個
人

融
資
の
伸
長
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

年
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
年
金
相
談

会
の
縮
小
や
受
給
者
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
代
替
と

し
て
ラ
ピ
タ
の
「
お
買
い
物
値
引
券
」

を
進
呈
す
る
等
、
利
用
者
満
足
度
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。
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損益の状況

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 259億61百万円 77億1百万円

事業管理費 249億98百万円 72億55百万円

事業利益 9億62百万円 4億45百万円

経常利益 23億7百万円 8億86百万円

当期剰余金 17億16百万円 7億47百万円

　

そ
の
他
、
資
産
形
成
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
チ
ラ

シ
の
作
成
な
ど
、
組
合
員
・
利

用
者
の
目
的
に
合
わ
せ
た
資
産

運
用
の
提
案
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

〇
共
済
事
業

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
設
置
し
た
推
進
課
の

複
合
渉
外
員
（
Ｌ
Ａ
）
を
中
心
と
し
た

契
約
者
フ
ォ
ロ
ー
活
動
「
３
Ｑ
訪
問
活

動
」
と
、
総
合
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
信
用
・
共
済
事
業
の
連
携
に
よ

る
「
ス
マ
イ
ル
活
動
（
窓
口
お
知
ら
せ

活
動
）
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
支
店
内

連
携
を
強
化
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の

立
場
に
立
っ
た
情
報
提
供
や
提
案
を
行

い
、
利
用
者
の
安
心
と
満
足
度
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

　

「
自
動
車
安
心
サ
ポ
ー
ト
課
」
で
は

自
動
車
事
故
に
お
け
る
事
故
受
付
対
応

及
び
現
場
急
行
対
応
等
、
契
約
者
へ
の

迅
速
・
的
確
な
対
応
に
よ
り
利
用
者
満

足
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね 

令
和
３
年
度
事
業
計
画

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
管
内
人
口
の
減

少
、
組
合
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
急

速
に
地
域
社
会
、
地
域
農
業
が
変
化
し

て
い
く
な
か
で
、
県
内
農
業
生
産
基
盤

が
脆
弱
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
組

織
基
盤
及
び
経
営
基
盤
の
弱
体
化
な
ど

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
し
い

生
活
様
式
に
よ
る
日
常
の
変
化
に
伴

い
、
改
め
て
食
料
を
供
給
し
暮
ら
し
を

支
え
て
い
る
農
業
の
大
切
さ
や
、
協
同

組
合
と
し
て
の
地
域
貢
献
の
姿
勢
が
再

認
識
さ
れ
は
じ

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、

「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

の
め
ざ
す
姿
」

を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、

「
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強

化
」
を
具
体
化
し
、
そ
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
組
合
員
・
役
職
員
が
共
に

力
を
あ
わ
せ
、
創
造
的
自
己
改
革
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
「
第
２
次
中
期
経

営
計
画
」
と
「
第
２
次
農
業
戦
略
実
践

３
カ
年
営
農
計
画
」
の
最
終
年
度
（
し

あ
げ
の
年
）
と
し
て
、
目
標
達
成
に
向

か
っ
て
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
各
事

業
部
門
・
地
区
本
部
の
方
針
・
重
点
事

項
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
組
織
運
営

に
つ
い
て
も
、
各
事
業
の
総
力
を
結
集

し
「
総
合
事
業
」
を
継
続
す
る
な
か

で
、
盤
石
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
通

じ
、
本
店
と
地
区
本
部
、
地
区
本
部
間

の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
事
業
改
革
に

よ
り
重
複
す
る
機
能
・
機
構
の
整
備
・

効
率
化
等
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
次
中
期
経
営
計
画
等

（
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
）
の

進
捗
状
況
を
総
括
す
る
な
か
で
、
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
の
指
針
と
な
る
第
３
次
中
期
経

営
計
画
（
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
）
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

出
雲
地
区
本
部

令
和
３
年
度
事
業
計
画

〇
営
農
・
農
業
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

多
く
の
農
業
者
に
今
後
の
生
産
活
動
へ

の
不
安
を
抱
か
せ
る
要
因
と
な
り
ま

し
た
。
感
染
症
の
影
響
を
克
服
す
る
た

め
各
種
補
助
事
業
の
活
用
、
更
な
る
栽

培
・
経
営
指
導
の
拡
充
を
行
い
、
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

米
穀
に
お
い
て
は
、
実
需
者
か
ら
求

め
ら
れ
る
「
き
ぬ
む
す
め
」
「
つ
や

姫
」
へ
の
品
種
転
換
を
よ
り
一
層
進

め
、
収
穫
前
の
事
前
契
約
取
り
引
き

「
結
び
つ
き
米
」
を
拡
大
し
ま
す
。

　

特
産
振
興
は
、
各
生
産
部
会
と
生
産

振
興
計
画
（
面
積
拡
大
、
出
荷
量
増
、

集
荷
や
選
別
機
器
、
培
養
施
設
の
整

備
等
）
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
共
販

率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農

業
※
１
の
実
践
や
機
能
性
農
産
物
※
２

へ
の
多
角
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
販
売

高
の
伸
長
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
食

の
安
全
や
労
働
安
全
の
向
上
を
目
的
と

し
、
個
人
及
び
生
産
者
組
織
の
「
美
味

し
ま
ね
認
証
」
（
島
根
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

取
得
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

生
産
資
材
購
買
事
業
で
は
、
営
農
指

導
や
販
売
部
門
と
連
携
し
、
オ
ー
ル
島

根
で
の
統
一
品
目
や
、
全
農
集
約
品
目
の

取
扱
い
拡
大
、
予
約
購
買
の
強
化
充
実

に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
を
低
減
し
ま
す
。

※
１
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し

て
、
省
力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を

実
現
す
る
新
た
な
農
業
の
こ
と
で
す
。

※
２
機
能
性
農
産
物
と
は
、
生
産
工
程
や
栽

培
方
法
の
改
良
・
品
種
改
良
な
ど
に
よ
っ

て
、
健
康
維
持
・
発
が
ん
性
物
質
等
の
作
用

緩
和
な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
成
分
の

含
有
量
を
高
め
た
農
産
物
の
こ
と
で
す
。
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取扱計画

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 376億51百万円 82億61百万円

購買品供給高(生産資材) 122億78百万円 17億32百万円

購買品供給高(生活物資) 190億7百万円 123億86百万円

貯金平均残高 9,884億88百万円 2,679億99百万円

貸出金平均残高 2,843億92百万円 712億84百万円

長期共済保有高 3兆720億円 7,102億円

損益計画

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 245億80百万円 72億30百万円

事業管理費 245億77百万円 71億68百万円

事業利益 3百万円 61百万円

経常利益 13億61百万円 4億68百万円

当期剰余金 6億62百万円 2億37百万円

〇
く
ら
し
の
活
動

　

女
性
部
や
農
青
連
等
、
各
組
織
と
の

連
携
を
密
に
し
、
く
ら
し
の
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
食
農
教
育
を
目

的
と
し
た
「
食
農
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催

し
、
次
代
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
に

健
全
な
生
活
習
慣
と
豊
か
な
自
然
の
尊

さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

　

「
農
業
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
安

全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
提
供
を
す
る

と
共
に
地
元
産
品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。
組
合
員
の
健
康
を
守
る
活
動
と
し

て
、
出
雲
市
か
ら

受
託
し
て
い
る
介

護
予
防
事
業
や
、

組
合
員
健
康
診

断
、
巡
回
人
間

ド
ッ
ク
、
農
業
者

･

女
性
部
健
診
を

実
施
し
、
健
康
管

理
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

〇
信
用
事
業

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
営
農
担
当

部
署
と
の
事
業
間
連
携
を
強
化
し
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
「
農
業
所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡

大
」
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
農
業
融

資
の
伸
長
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
、
新
規
就
農
者
や
意
欲
あ
る
地

域
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
利
子
補
給
等
、
総
合
事
業
の
強
み
を

活
か
し
た
融
資
推
進
の
強
化
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
及
び
長

期
化
に
よ
る
資
金
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
で

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
農
業
者
や
利
用

者
の
金
融
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
で
き

る
人
材
育
成
を
進
め
、
相
談
業
務
の
質

の
向
上
と
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
し
て
の
利

用
者
満
足
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

〇
共
済
事
業

　

地
域
密
着
の
事
業
活
動
で
あ
る
、

「
安
心
」
「
満
足
」
の
提
供
を
目
指
し

た
３
Ｑ
訪
問
活
動
の
継
続
実
施
に
よ

り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
く
ら
し
を
守

り
、
農
業
経
営
と
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
共

済
事
業
の
信
頼
性
確
保
の
た
め
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
強
化
・
徹
底
し

ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
損
害
調
査
体
制

に
関
わ
る
職
員
一
人
ひ
と
り
が
さ
ら
な
る

契
約
者
対
応
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

〇
生
活
事
業

　

地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
、
豊
か
な

食
生
活
と
便
利
さ
を
提
供
し
、
地
産
地

消
を
基
本
に
「
安
全
・
安
心
・
新
鮮
」

に
こ
だ
わ
っ
た
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
商
品
構
成
へ
の
改
善
、

販
売
促
進
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
ラ

ピ
タ
本
店
へ
の
新
た
な
専
門
店
誘
致
に

向
け
た
検
討
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

葬
祭
事
業
に
つ
い
て
も
組
合
員
・
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
充
実
を
目

指
し
ま
す
。

　

自
動
車
燃
料
事
業
で
は
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

事
業
提
案
や
保
安
体

制
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
の
総

合
力
を
活
か
し
た
組

合
員･

利
用
者
に
魅

力
あ
る
事
業
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。



着色、粒張りなどを確認する審査員ら

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
は
６
月
30
日
、
飯
塚
俊

之
出
雲
市
長
に
菌
床
し
い
た
け
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た

け
」
を
贈
り
、
初
の
販
売
金
額
４
億
円
突
破
を
報
告
し
ま
し

た
。
同
部
会
が
生
産
す
る
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た
け
」

の
令
和
２
年
度
販
売
金
額
は
、
前
年
比
14
％
増
の
４
億
３
２

５
９
万
円
、
出
荷
量
は
同
13
％
増
の
４
５
９
ト
ン
で
す
。

　
部
会
役
員
、Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
が
出
雲
市
役
所
を
訪
問
し
、

三
島
茂
部
会
長
が
飯
塚
市
長
に
し
い
た
け
７
キ
ロ
を
手
渡
し

ま
し
た
。
新
規
就
農
者
の
増
加
や
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ

Ａ
Ｐ
）
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
、
更
な
る
産
地
振
興
へ

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
飯
塚
市
長
は
「
ブ
ラ
ン
ド
を
こ
こ
ま
で
に
さ
れ
た
ご
努
力

に
敬
意
を
表
す
る
。
出
雲
農
業
未
来
の
懸
け
橋
事
業
、
販
売

促
進
を
含
め
、一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
平
成
11
年
に
「
Ｊ
Ａ
い
ず
も
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
生
産

部
会
」
と
し
て
設
立

し
、
平
成
26
年
度
に
販

売
金
額
３
億
円
を
突
破

し
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
に
部
会
名
を
「
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け

部
会
」
に
変
更
。
部
会

員
は
現
在
65
人
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
や
め
る

生
産
者
が
い
る
一
方
、

新
た
に
栽
培
を
始
め
る

若
手
生
産
者
が
増
え
、

栽
培
す
る
菌
床
数
は
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。

飯塚市長（左から３人目）に部会役員が菌床しいたけを贈呈

・
４
億
円
突
破
を
市
長
に
報
告

「
出
雲
し
い
た
け
」販
売
金
額
４
億
円
達
成
！

・
定
期
総
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
は
６
月
24
日
、
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
販
売
金
額
が
４
億
円

を
突
破
し
た
こ
と
を
報
告
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
市
場
と
の
連
携
強
化
、
安
定
供
給
に
努
め
、
高
単
価

維
持
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
役
員
改
選
も
行
い
、
三
島
部
会
長

を
再
任
し
ま
し
た
。

　
三
島
部
会
長
は
「
念
願
が
達
成
で
き
た
。
新
規
生
産
者
も

増
え
、
新
し
い
風
が
吹
い
て
き
て
い
る
。
５
億
円
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
新
た
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
に
Ｊ
Ａ
が
建
設
し
た
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
11
棟
に

新
規
就
農
者
４
人
を
含
む
８
経
営
体
が
入
植
し
、
菌
床
数
が

大
幅
に
増
加
。
販
売
面
で
は
、
夏
場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
需
要

の
減
少
な
ど
で
苦
戦
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
年
末
の

需
要
期
に
向
け
て
出
荷
量
を
増
や
し
、
高
単
価
を
維
持
し
ま

し
た
。
生
協
や
学
校
給
食
へ
の
契
約
販
売
も
戦
略
に
組
み
込

み
、
安
定
供
給
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
香

港
へ
の
輸
出
も
始
め

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
販
売
担
当

は
「
周
年
出
荷
が
増

え
て
お
り
、
契
約
販

売
先
の
開
拓
も
進
め

て
い
く
。
生
産
者
の

皆
さ
ん
の
所
得
向
上

に
つ
な
げ
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
は

出
荷
量
４
７
０
ト
ン
、

販
売
金
額
４
億
５
０

０
０
万
円
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
11
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね

荒
木
支
店
で
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
の
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
次
選
考
を
通
過
し
た
34
点
を
関
係
機
関
の
職
員
や
部
会
の

代
表
者
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
７
点
を
決
定
。

最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に
は
同
部
会
大
社
地
区
の
飯
塚
清

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高
位
平

準
化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
同
部
会
の
吾
郷
均
部
会
長
は
「
他
の
生

産
者
が
栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
を
見
る
良
い
機
会
。
勉
強
に
も
な

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
12
日
、
13
日
に
ラ
ピ
タ
本
店
に

展
示
し
ま
し
た
。

　
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　
大
社
地
区
　
落
合
久
十
さ

ん
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞
　
大
社
地
区
　
吉
廻

良
さ
ん
▼
島
根
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
　
大
社
地
区
　
古
山

勉
さ
ん
▼（
株
）
島
根

ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞

　
長
浜
地
区
　
日
野

敏
雄
▼
島
根
県
果
樹

研
究
同
志
会
長
賞
　

長
浜
地
区
　
川
上
廣

盛
さ
ん
▼
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

長
賞
　
大
社
地
区
　

小
銀
克
紀
さ
ん
▼
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど

う
部
会
長
賞
（
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
　
Ｕ
Ｐ
賞
）　
大

社
地
区
　
馬
庭
修
さ

ん デ
ラ
ウ
ェ
ア
品
評
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

あいさつをする三島部会長

　
出
雲
市
内
の
６
保
育
園
が
６
月
上
旬
、
湖

陵
町
の
西
浜
い
も
オ
ー
ナ
ー
農
園
で
、
特
産

の
さ
つ
ま
い
も
「
西
浜
い
も
」
の
苗
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。
農
園
管
理
人
の
鎌
田
勉
さ

ん
が
、
園
児
に
食
と
農
の
大
切
さ
を
学
ぶ
場

を
提
供
し
よ
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
８
日
は
ね
む
の
木
保
育
園
の
年
中
、

年
長
の
園
児
た
ち
合
わ
せ
て
27
人
が
参
加
。

鎌
田
さ
ん
か
ら
植
え
方
を
教
わ
っ
た
後
、
マ

ル
チ
を
張
っ
た
畝
に
熱
心
に
苗
を
植
え
付
け

て
い
き
ま
し
た
。
秋
に
は
芋
ほ
り
も
行
い
、

保
育
園
で
ク
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　
鎌
田
さ
ん
は
「
天
候
も
良
く
、
皆
さ
ん
に

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
。
恒
例

行
事
と
し
て
楽
し
み
に
し
て
も
ら
い
、
継
続

が
力
に
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

園
児
が「
西
浜
い
も
」の

苗
植
え
を
体
験

熱心に苗を植える園児たち

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部
は

６
月
２６
日
、
地
元
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
利

用
者
の
方
に
、
特
産
ぶ
ど
う
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」

を
贈
り
ま
し
た
。
地
元
の
特
産
を
食
べ
て
元

気
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
今
年
は
５
施
設
に
、
合
わ
せ
て
１７
箱

（
２
キ
ロ
箱
）
を
贈
り
ま
し
た
。

　
支
部
の
部
員
が
手
分
け
を
し
て
各
施
設
を

訪
問
し
ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い

な
さ
園
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア

を
手
渡
し
た
日
野
友
喜
支
部
長
は
「
今
年
も

皆
さ
ん
元
気
そ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。
特
産

の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
食
べ
て
健
康
に
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

福
祉
施
設
へ
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈

出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部

デラウェアを贈る日野支部長

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
９

日
、い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
の
６
月
講
座
「
今

年
の
夏
は
ゆ
か
た
美
人
！
ゆ
か
た
着
付
け
体

験
教
室
＆
街
散
歩
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
女

子
大
５
期
生
Ｏ
Ｇ
の
錦
織
可
奈
子
さ
ん
を
講

師
に
、
大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
で
着

付
け
を
学
び
ま
し
た
。

　
錦
織
さ
ん
が
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
土
台
作

り
な
ど
、
着
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
。
帯

の
結
び
方
は
「
リ
ボ
ン
角
出
し
結
び
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
簡
単
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、

上
品
か
つ
可
愛
ら
し
い
印
象
を
与
え
る
結
び

方
で
す
。

　
着
付
け
を
終
え
た
女
子
大
学
生
た
ち
は
、

記
念
写
真
を
撮
影
し
、
浴
衣
姿
で
１
時
間
程

度
神
門
通
り
を
散
歩
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
子
大
学
生
は
「
ま
た
着
て
み

た
い
し
、
子
ど
も
に
も
着
せ
て
あ
げ
た
い
」

な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
子
大
６
月
講
座

今
年
の
夏
は
ゆ
か
た
美
人
！神門通りの散歩で親睦を深める女子大学生たち

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
花
卉
部
会
と
同
Ｊ
Ａ
斐

川
花
き
部
会
は
６
月
９
日
、
飯
塚
俊
之
出
雲

市
長
に
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　
出
雲
花
卉
部
会
で
は
、
毎
年
父
の
日
に
合

わ
せ
て
ラ
ピ
タ
で
展
示
会
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
昨
年
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
展

示
会
を
中
止
。Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
、
斐
川
花

き
部
会
と
連
携
し
、
市
長
へ
の
花
束
贈
呈
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
で
行
っ
た
贈
呈
式
で
は
、
出
雲
の

前
島
信
行
部
会
長
と
斐
川
の
北
村
一
夫
部
会

長
が
花
束
を
手
渡
し
、現
状
を
伝
え
ま
し
た
。

　
飯
塚
市
長
は
、
お
礼
を
述
べ
「
普
段
の
生

活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
前
島
部
会
長
は
「
昨
年
よ
り
は
良
く
な
っ

て
き
た
が
、
冠
婚
葬
祭
の
か
た
ち
が
変
わ
り
、

影
響
は
受
け
て
い
る
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
長
に
花
束
贈
呈

出
雲
、
斐
川
の
部
会
が
Ｐ
Ｒ飯塚市長（中央）に花束を贈る

前島部会長（左）と北村部会長（右）

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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着色、粒張りなどを確認する審査員ら

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
は
６
月
30
日
、
飯
塚
俊

之
出
雲
市
長
に
菌
床
し
い
た
け
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た

け
」
を
贈
り
、
初
の
販
売
金
額
４
億
円
突
破
を
報
告
し
ま
し

た
。
同
部
会
が
生
産
す
る
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た
け
」

の
令
和
２
年
度
販
売
金
額
は
、
前
年
比
14
％
増
の
４
億
３
２

５
９
万
円
、
出
荷
量
は
同
13
％
増
の
４
５
９
ト
ン
で
す
。

　
部
会
役
員
、Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
が
出
雲
市
役
所
を
訪
問
し
、

三
島
茂
部
会
長
が
飯
塚
市
長
に
し
い
た
け
７
キ
ロ
を
手
渡
し

ま
し
た
。
新
規
就
農
者
の
増
加
や
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ

Ａ
Ｐ
）
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
、
更
な
る
産
地
振
興
へ

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
飯
塚
市
長
は
「
ブ
ラ
ン
ド
を
こ
こ
ま
で
に
さ
れ
た
ご
努
力

に
敬
意
を
表
す
る
。
出
雲
農
業
未
来
の
懸
け
橋
事
業
、
販
売

促
進
を
含
め
、一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
平
成
11
年
に
「
Ｊ
Ａ
い
ず
も
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
生
産

部
会
」
と
し
て
設
立

し
、
平
成
26
年
度
に
販

売
金
額
３
億
円
を
突
破

し
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
に
部
会
名
を
「
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け

部
会
」
に
変
更
。
部
会

員
は
現
在
65
人
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
や
め
る

生
産
者
が
い
る
一
方
、

新
た
に
栽
培
を
始
め
る

若
手
生
産
者
が
増
え
、

栽
培
す
る
菌
床
数
は
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。

飯塚市長（左から３人目）に部会役員が菌床しいたけを贈呈

・
４
億
円
突
破
を
市
長
に
報
告

「
出
雲
し
い
た
け
」販
売
金
額
４
億
円
達
成
！

・
定
期
総
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
は
６
月
24
日
、
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
販
売
金
額
が
４
億
円

を
突
破
し
た
こ
と
を
報
告
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
市
場
と
の
連
携
強
化
、
安
定
供
給
に
努
め
、
高
単
価

維
持
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
役
員
改
選
も
行
い
、
三
島
部
会
長

を
再
任
し
ま
し
た
。

　
三
島
部
会
長
は
「
念
願
が
達
成
で
き
た
。
新
規
生
産
者
も

増
え
、
新
し
い
風
が
吹
い
て
き
て
い
る
。
５
億
円
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
新
た
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
に
Ｊ
Ａ
が
建
設
し
た
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
11
棟
に

新
規
就
農
者
４
人
を
含
む
８
経
営
体
が
入
植
し
、
菌
床
数
が

大
幅
に
増
加
。
販
売
面
で
は
、
夏
場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
需
要

の
減
少
な
ど
で
苦
戦
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
年
末
の

需
要
期
に
向
け
て
出
荷
量
を
増
や
し
、
高
単
価
を
維
持
し
ま

し
た
。
生
協
や
学
校
給
食
へ
の
契
約
販
売
も
戦
略
に
組
み
込

み
、
安
定
供
給
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
香

港
へ
の
輸
出
も
始
め

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
販
売
担
当

は
「
周
年
出
荷
が
増

え
て
お
り
、
契
約
販

売
先
の
開
拓
も
進
め

て
い
く
。
生
産
者
の

皆
さ
ん
の
所
得
向
上

に
つ
な
げ
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
は

出
荷
量
４
７
０
ト
ン
、

販
売
金
額
４
億
５
０

０
０
万
円
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
11
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね

荒
木
支
店
で
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
の
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
次
選
考
を
通
過
し
た
34
点
を
関
係
機
関
の
職
員
や
部
会
の

代
表
者
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
７
点
を
決
定
。

最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に
は
同
部
会
大
社
地
区
の
飯
塚
清

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
品
評
会
は
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高
位
平

準
化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
同
部
会
の
吾
郷
均
部
会
長
は
「
他
の
生

産
者
が
栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
を
見
る
良
い
機
会
。
勉
強
に
も
な

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
12
日
、
13
日
に
ラ
ピ
タ
本
店
に

展
示
し
ま
し
た
。

　
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　
大
社
地
区
　
落
合
久
十
さ

ん
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞
　
大
社
地
区
　
吉
廻

良
さ
ん
▼
島
根
県
農
業
共
済
組
合
長
賞
　
大
社
地
区
　
古
山

勉
さ
ん
▼（
株
）
島
根

ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞

　
長
浜
地
区
　
日
野

敏
雄
▼
島
根
県
果
樹

研
究
同
志
会
長
賞
　

長
浜
地
区
　
川
上
廣

盛
さ
ん
▼
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

長
賞
　
大
社
地
区
　

小
銀
克
紀
さ
ん
▼
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど

う
部
会
長
賞
（
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
　
Ｕ
Ｐ
賞
）　
大

社
地
区
　
馬
庭
修
さ

ん デ
ラ
ウ
ェ
ア
品
評
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

あいさつをする三島部会長

　
出
雲
市
内
の
６
保
育
園
が
６
月
上
旬
、
湖

陵
町
の
西
浜
い
も
オ
ー
ナ
ー
農
園
で
、
特
産

の
さ
つ
ま
い
も
「
西
浜
い
も
」
の
苗
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。
農
園
管
理
人
の
鎌
田
勉
さ

ん
が
、
園
児
に
食
と
農
の
大
切
さ
を
学
ぶ
場

を
提
供
し
よ
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
８
日
は
ね
む
の
木
保
育
園
の
年
中
、

年
長
の
園
児
た
ち
合
わ
せ
て
27
人
が
参
加
。

鎌
田
さ
ん
か
ら
植
え
方
を
教
わ
っ
た
後
、
マ

ル
チ
を
張
っ
た
畝
に
熱
心
に
苗
を
植
え
付
け

て
い
き
ま
し
た
。
秋
に
は
芋
ほ
り
も
行
い
、

保
育
園
で
ク
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　
鎌
田
さ
ん
は
「
天
候
も
良
く
、
皆
さ
ん
に

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
。
恒
例

行
事
と
し
て
楽
し
み
に
し
て
も
ら
い
、
継
続

が
力
に
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

園
児
が「
西
浜
い
も
」の

苗
植
え
を
体
験

熱心に苗を植える園児たち

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部
は

６
月
２６
日
、
地
元
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
利

用
者
の
方
に
、
特
産
ぶ
ど
う
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」

を
贈
り
ま
し
た
。
地
元
の
特
産
を
食
べ
て
元

気
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
今
年
は
５
施
設
に
、
合
わ
せ
て
１７
箱

（
２
キ
ロ
箱
）
を
贈
り
ま
し
た
。

　
支
部
の
部
員
が
手
分
け
を
し
て
各
施
設
を

訪
問
し
ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い

な
さ
園
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア

を
手
渡
し
た
日
野
友
喜
支
部
長
は
「
今
年
も

皆
さ
ん
元
気
そ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。
特
産

の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
食
べ
て
健
康
に
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

福
祉
施
設
へ
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈

出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部

デラウェアを贈る日野支部長

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
９

日
、い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
の
６
月
講
座
「
今

年
の
夏
は
ゆ
か
た
美
人
！
ゆ
か
た
着
付
け
体

験
教
室
＆
街
散
歩
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
女

子
大
５
期
生
Ｏ
Ｇ
の
錦
織
可
奈
子
さ
ん
を
講

師
に
、
大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
で
着

付
け
を
学
び
ま
し
た
。

　
錦
織
さ
ん
が
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た
土
台
作

り
な
ど
、
着
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
。
帯

の
結
び
方
は
「
リ
ボ
ン
角
出
し
結
び
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
簡
単
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、

上
品
か
つ
可
愛
ら
し
い
印
象
を
与
え
る
結
び

方
で
す
。

　
着
付
け
を
終
え
た
女
子
大
学
生
た
ち
は
、

記
念
写
真
を
撮
影
し
、
浴
衣
姿
で
１
時
間
程

度
神
門
通
り
を
散
歩
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
子
大
学
生
は
「
ま
た
着
て
み

た
い
し
、
子
ど
も
に
も
着
せ
て
あ
げ
た
い
」

な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
子
大
６
月
講
座

今
年
の
夏
は
ゆ
か
た
美
人
！神門通りの散歩で親睦を深める女子大学生たち

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
花
卉
部
会
と
同
Ｊ
Ａ
斐

川
花
き
部
会
は
６
月
９
日
、
飯
塚
俊
之
出
雲

市
長
に
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　
出
雲
花
卉
部
会
で
は
、
毎
年
父
の
日
に
合

わ
せ
て
ラ
ピ
タ
で
展
示
会
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
昨
年
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
展

示
会
を
中
止
。Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
、
斐
川
花

き
部
会
と
連
携
し
、
市
長
へ
の
花
束
贈
呈
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
で
行
っ
た
贈
呈
式
で
は
、
出
雲
の

前
島
信
行
部
会
長
と
斐
川
の
北
村
一
夫
部
会

長
が
花
束
を
手
渡
し
、現
状
を
伝
え
ま
し
た
。

　
飯
塚
市
長
は
、
お
礼
を
述
べ
「
普
段
の
生

活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
前
島
部
会
長
は
「
昨
年
よ
り
は
良
く
な
っ

て
き
た
が
、
冠
婚
葬
祭
の
か
た
ち
が
変
わ
り
、

影
響
は
受
け
て
い
る
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
長
に
花
束
贈
呈

出
雲
、
斐
川
の
部
会
が
Ｐ
Ｒ飯塚市長（中央）に花束を贈る

前島部会長（左）と北村部会長（右）

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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合
同
会
社
三
日
月

い
ず
も
和
牛
改
良
組
合

　平
成
27
年
に
、
代
々
続
く
飼
料
会
社
、
杉
原
類
次

郎
商
店
を
受
け
つ
い
だ
杉
原
遼
太
郎
さ
ん
。
勉
強
の

た
め
に
、
繁
殖
牛
３
頭
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
せ

っ
か
く
や
る
な
ら
」
と
規
模
拡
大
を
決
意
し
ま
し
た
。

稗
原
町
で
、
廃
業
さ
れ
る
畜
産
農
家
か
ら
繁
殖
牛
24

頭
と
牛
舎
を
買
い
取
り
、
平
成
31
年
に
妻
の
未
来
さ

ん
と
合
同
会
社
三
日
月
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
40

頭
ま
で
規
模
を
拡
大
し
、
今
後
50
頭
ま
で
増
や
す
計

画
で
す
。
６
月
に
は
新
し
い
牛
舎
も
建
設
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
両
立
を

　
牛
の
飼
育
と
飼
料
会
社
の
仕
事
を
両
立
し
て
い
る

お
二
人
で
す
が
、
牛
舎
、
飼
料
会
社
、
自
宅
が
そ
れ

ぞ
れ
離
れ
て
お
り
、
な
か
な
か
牛
舎
に
常
駐
は
で
き

ま
せ
ん
。
遠
隔
地
で
も
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
温
度

セ
ン
サ
ー
「
牛
温
恵
」
と
歩
数
計
「
牛
歩
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
発
情
の
様
子
を
観
察
し
、
種
付
け
（
受
精
）
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
決
め
た
り
、
出
産
の
兆
候
を
確
認
し
て

立
ち
会
い
を
し
た
り
、
牛
の
観
察
は
と
て
も
重
要
で

す
。「
牛
温
恵
」は
牛
の
体
内
に
入
れ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
体
温
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
温
の

変
化
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
発
情
の
発
見
な
ど
に
役

立
つ
ほ
か
、
破
水
す
る
と
体
外
に
排
出
さ
れ
て
外
気

で
温
度
が
下
が
る
た
め
、
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
牛
歩
」
は
牛
の
前
足
に
つ
け
、
歩
数
の
増
加

で
発
情
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
導
入
前
は
ず
っ
と
見
て
い
る
し
か
方
法
が
な
く
、

経
験
が
浅
か
っ
た
た
め
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は

両
立
も
し
や
す
く
な
り
、
精
度
も
上
が
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
」
と
話
す
お
二
人
。
見
た
目
で
分
か
ら
な

か
っ
た
発
情
が
、
歩
数
計
の
デ
ー
タ
を
見
て
発
見
で

き
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
飼
料
会
社
を
継
ぐ
前
は
全
く
違
う
仕
事
を
し
て
い

て
「
畜
産
業
界
は
遠
い
世
界
だ
っ
た
」
と
話
す
遼
太

郎
さ
ん
。「
や
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
興
味
が
あ
る

人
は
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
、
経
験
が
な

く
て
も
や
る
気
が
あ
れ
ば
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

経
営
規
模

繁
殖
牛（
母
牛
）

                       

40
頭

　
し
ま
ね
和
牛
の
中
で
も
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育

牛
部
会
員
が
生
産
し
た
黒
毛
和
牛
の
去
勢
お
よ
び

雌
肥
育
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
出
雲
和
牛
」
と
い
い

ま
す
。

　
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
や
わ
ら
か
な
肉
質
、
芳
醇
な
甘
み

と
、
と
ろ
け
る
よ
う

な
食
感
。
安
全
性
に

十
分
配
慮
し
て
飼
育

さ
れ
た
信
頼
の
ブ
ラ

ン
ド
で
す
。
生
産
者

の
皆
さ
ん
が
愛
情
込

め
て
育
て
た
「
出
雲

和
牛
」
を
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

今
月
の
食
材
は「

出
雲
和
牛
」

旬レシピ出雲の

出雲和牛とパプリカの
　　　　　　さっぱり炒め

出雲和牛の
　　　赤ワイン煮込み

準備：Aの調味料を混ぜ合わせておく。
①パプリカとピーマンは半分に切って、種を取り、1.5㎝幅の細
切りにする。

②中火で熱したフライパンにサラダ油を敷き、和牛を火が通
るまで炒め、次に①のパプリカを加えて炒める。

③全体に火が通ったら、Aの調味料を加え、混ぜ合わせる。
④器に盛り、いりごまを散らして完成♪

あっさりした味付けで和牛の脂の甘みが楽し
めます。パプリカとの取り合わせが華やかな
一品です。

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

８
月
の
食
材
は

来
月
の
い
ず
も
食
材
の
日

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」で
す
！

杉
原

　遼
太
郎

―
 

繁
殖
牛 ― 未

　来

す
ぎ 

は
ら

り
ょ
う

　

  

た        

ろ
う

み

　
　
　
　
　
　き

さんさん

夫
婦
で
合
同
会
社
を
運
営

①玉ねぎは半分に切って、薄切りにする。牛肉は大きいようで
あれば切る。

②鍋に赤ワインと黒糖、醤油を入れて煮立たせる。
③牛肉と玉ねぎを入れて、落としぶたをし、火が通るまで煮
詰める。

④黒コショウを振り、味を整える。
⑤器に盛り、いんげん添えて完成♪

和風で甘めの赤ワイン煮込み。
ご飯に良く合います。

〈作り方〉

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］
●出雲和牛（小間切れ）
　・・・・・・・・・・・・・・・
●赤パプリカ・・・・・・・
●黄パプリカ・・・・・・・
●ピーマン・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・・・・

２００ｇ
１/2個
１/2個
２個
適量

大さじ２
大さじ１
大さじ１
小さじ２
適量

●醤油・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・・
●酢・・・・・・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・・
●いりごま・・・・・・・・・・・

〈材料〉［４人分］
４０ｇ

大さじ３
適量

●黒糖・・・・・・・・・・・・・
●醤油・・・・・・・・・・・
●黒コショウ・・・・・・・・・
●いんげん（ゆで）

３５０ｇ
中１玉
200㎖

●出雲和牛（小間切れ）
　・・・・・・・・・・・・・・・
●玉ねぎ・・・・・・・・・・・
●赤ワイン・・・・・・・・・

　

A

農家にSPOTわいわいIZUMO
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合
同
会
社
三
日
月

い
ず
も
和
牛
改
良
組
合

　平
成
27
年
に
、
代
々
続
く
飼
料
会
社
、
杉
原
類
次

郎
商
店
を
受
け
つ
い
だ
杉
原
遼
太
郎
さ
ん
。
勉
強
の

た
め
に
、
繁
殖
牛
３
頭
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
せ

っ
か
く
や
る
な
ら
」
と
規
模
拡
大
を
決
意
し
ま
し
た
。

稗
原
町
で
、
廃
業
さ
れ
る
畜
産
農
家
か
ら
繁
殖
牛
24

頭
と
牛
舎
を
買
い
取
り
、
平
成
31
年
に
妻
の
未
来
さ

ん
と
合
同
会
社
三
日
月
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
40

頭
ま
で
規
模
を
拡
大
し
、
今
後
50
頭
ま
で
増
や
す
計

画
で
す
。
６
月
に
は
新
し
い
牛
舎
も
建
設
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
両
立
を

　
牛
の
飼
育
と
飼
料
会
社
の
仕
事
を
両
立
し
て
い
る

お
二
人
で
す
が
、
牛
舎
、
飼
料
会
社
、
自
宅
が
そ
れ

ぞ
れ
離
れ
て
お
り
、
な
か
な
か
牛
舎
に
常
駐
は
で
き

ま
せ
ん
。
遠
隔
地
で
も
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
温
度

セ
ン
サ
ー
「
牛
温
恵
」
と
歩
数
計
「
牛
歩
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
発
情
の
様
子
を
観
察
し
、
種
付
け
（
受
精
）
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
決
め
た
り
、
出
産
の
兆
候
を
確
認
し
て

立
ち
会
い
を
し
た
り
、
牛
の
観
察
は
と
て
も
重
要
で

す
。「
牛
温
恵
」は
牛
の
体
内
に
入
れ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
体
温
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
温
の

変
化
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
発
情
の
発
見
な
ど
に
役

立
つ
ほ
か
、
破
水
す
る
と
体
外
に
排
出
さ
れ
て
外
気

で
温
度
が
下
が
る
た
め
、
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
牛
歩
」
は
牛
の
前
足
に
つ
け
、
歩
数
の
増
加

で
発
情
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
導
入
前
は
ず
っ
と
見
て
い
る
し
か
方
法
が
な
く
、

経
験
が
浅
か
っ
た
た
め
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は

両
立
も
し
や
す
く
な
り
、
精
度
も
上
が
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
」
と
話
す
お
二
人
。
見
た
目
で
分
か
ら
な

か
っ
た
発
情
が
、
歩
数
計
の
デ
ー
タ
を
見
て
発
見
で

き
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
飼
料
会
社
を
継
ぐ
前
は
全
く
違
う
仕
事
を
し
て
い

て
「
畜
産
業
界
は
遠
い
世
界
だ
っ
た
」
と
話
す
遼
太

郎
さ
ん
。「
や
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
興
味
が
あ
る

人
は
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
、
経
験
が
な

く
て
も
や
る
気
が
あ
れ
ば
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

経
営
規
模

繁
殖
牛（
母
牛
）

                       

40
頭

　
し
ま
ね
和
牛
の
中
で
も
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育

牛
部
会
員
が
生
産
し
た
黒
毛
和
牛
の
去
勢
お
よ
び

雌
肥
育
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
出
雲
和
牛
」
と
い
い

ま
す
。

　
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
や
わ
ら
か
な
肉
質
、
芳
醇
な
甘
み

と
、
と
ろ
け
る
よ
う

な
食
感
。
安
全
性
に

十
分
配
慮
し
て
飼
育

さ
れ
た
信
頼
の
ブ
ラ

ン
ド
で
す
。
生
産
者

の
皆
さ
ん
が
愛
情
込

め
て
育
て
た
「
出
雲

和
牛
」
を
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

今
月
の
食
材
は「

出
雲
和
牛
」

旬レシピ出雲の

出雲和牛とパプリカの
　　　　　　さっぱり炒め

出雲和牛の
　　　赤ワイン煮込み

準備：Aの調味料を混ぜ合わせておく。
①パプリカとピーマンは半分に切って、種を取り、1.5㎝幅の細
切りにする。

②中火で熱したフライパンにサラダ油を敷き、和牛を火が通
るまで炒め、次に①のパプリカを加えて炒める。

③全体に火が通ったら、Aの調味料を加え、混ぜ合わせる。
④器に盛り、いりごまを散らして完成♪

あっさりした味付けで和牛の脂の甘みが楽し
めます。パプリカとの取り合わせが華やかな
一品です。

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

８
月
の
食
材
は

来
月
の
い
ず
も
食
材
の
日

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」で
す
！

杉
原

　遼
太
郎

―
 

繁
殖
牛 ― 未

　来

す
ぎ 

は
ら

り
ょ
う

　

  

た        

ろ
う

み

　
　
　
　
　
　き

さんさん

夫
婦
で
合
同
会
社
を
運
営

①玉ねぎは半分に切って、薄切りにする。牛肉は大きいようで
あれば切る。

②鍋に赤ワインと黒糖、醤油を入れて煮立たせる。
③牛肉と玉ねぎを入れて、落としぶたをし、火が通るまで煮
詰める。

④黒コショウを振り、味を整える。
⑤器に盛り、いんげん添えて完成♪

和風で甘めの赤ワイン煮込み。
ご飯に良く合います。

〈作り方〉

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］
●出雲和牛（小間切れ）
　・・・・・・・・・・・・・・・
●赤パプリカ・・・・・・・
●黄パプリカ・・・・・・・
●ピーマン・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・・・・

２００ｇ
１/2個
１/2個
２個
適量

大さじ２
大さじ１
大さじ１
小さじ２
適量

●醤油・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・・
●酢・・・・・・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・・
●いりごま・・・・・・・・・・・

〈材料〉［４人分］
４０ｇ

大さじ３
適量

●黒糖・・・・・・・・・・・・・
●醤油・・・・・・・・・・・
●黒コショウ・・・・・・・・・
●いんげん（ゆで）

３５０ｇ
中１玉
200㎖

●出雲和牛（小間切れ）
　・・・・・・・・・・・・・・・
●玉ねぎ・・・・・・・・・・・
●赤ワイン・・・・・・・・・

　

A

農家にSPOTわいわいIZUMO
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「
出
雲
女
性
部
多
伎
支
部

　

 　
　

 
コ
ス
モ
ス
喜
楽
会
」

東
部
地
区
で
交
流
会

　
　
　

２
年
ぶ
り
の
開
催

代
表  
三
島 
宗
子 

さ
ん

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

多
伎
支
部
の
「
コ
ス
モ
ス
喜
楽
会
」

は
、
奇
数
月
の
第
２
木
曜
日
に
Ｊ
Ａ
多
伎

支
店
横
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
の
家
多
伎
だ

ん
だ
ん
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
現
在
12
人
。
家
の
光
な
ど
を
参
考

に
、
料
理
や
手
芸
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
11
月
に
行
っ
た
焼
き
肉
の
タ

レ
作
り
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
１
月
に
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。
今
も
焼
き
肉

の
タ
レ
作
り
は
定
期
的
に
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
料
理
を
作
っ
た

り
、
服
を
作
っ
た
り
。
料
理
や
手
芸
が
好

き
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の

で
、
お
互
い
の
得
意
分
野
を
教
え
合
い
な

が
ら
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
13
日
㈭
の
活
動
で
は
、
う
ど
ん
作

り
を
実
施
。
生
地
を
足
で
踏
ん
で
し
っ
か

り
と
こ
ね
、
コ
シ
の
あ
る
う
ど
ん
を
作
り

ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ザ
ー
ト
の
ゼ
リ
ー
は

家
の
光
記
事
を
参
考
に
し
て
作
り
ま
し

た
。

　

三
島
代
表
は
「
出
か
け
る
機
会
が
あ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
、
気
楽
に
自
由
に
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
東
部
地
区
は
６
月
10
日
、
Ｊ

Ａ
平
田
中
央
支
店
で
「
Ｊ
Ａ
か
が
や
く

女
性
交
流
会
＆
家
の
光
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

り
、
今
年
も
人
数
を
制
限
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
久
々
の
イ
ベ
ン
ト

で
部
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
月
に
開
催
し
た
女
性
部
ま
つ
り
の

講
演
会
を
ビ
デ
オ
上
映
し
た
後
、
国
富

支
部
の
西
代
だ
ん
ご
の
会
が
活
動
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
寸
劇
や
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
仮
装
シ
ョ
ー
、
ス
コ
ッ
プ

三
味
線
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

は
手
芸
作
品
な
ど
の
力
作
が
多
数
並

び
、
加
工
品
・
特
産
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
形
由
紀
地
区
長
は
「
コ
ロ
ナ
が
い

つ
収
束
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
、

東
部
地
区
の

女
性
部
員
の

き
ず
な
を
深

め
て
い
き
た

い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

うどんをこねるメンバーたち

西代だんごの会の寸劇

加工品、特産品の販売コーナー

作品展示コーナーも設けた

女性部活動レポート
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令和４年度 介護・看護・作業療法士職員採用募集
　ＪＡいずも福祉会（みどりの郷４施設）では、令和４年度４月採用職員の
募集を行います。詳しくはＪＡいずも福祉会事務局（☎0853-31-4080）
までお問い合わせください。

採用予定人数
応 募 資 格

提 出 書 類
書類締切日
書類提出先
選 考 方 法

試 験 期 日

／
／

　

／
／
／
／

／

●
●

●
●
●
●

●

尚、４月採用職員以外にも随時採用募集を行っておりますので、お問い合わせください。

介護職員若干名、看護職員・作業療法士各若干名
協同の精神のもとに、福祉活動を通じて、生きがいのある安心して暮らせる地域
づくりのために活躍しようとする人で、次に該当する方。
①大学、短大、専修学校を卒業または卒業見込みの方。
　高校を卒業された方。
②介護職員は、資格・経験は不問。
　看護職員は、看護師、准看護師資格いずれかの資格を取得見込又は資格を有
する方。

　作業療法士は、作業療法士の資格を取得見込又は資格を有する方。
自筆履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書　※応募書類は返却いたしません。
令和３年８月３１日（火）
ＪＡいずも福祉会　本部事務局　〒６９３-８５８５ 出雲市今市町１０６番地１
①筆記試験：小論文
②面接試験：書類選考および面接試験
①筆記試験：令和３年９月２５日（土）の予定
②面接試験：別途通知または当日実施

　ＪＡしまね出雲地区本部では、組合員の皆さんの生活文化活動をサポートするとともに、JA組
織活動の活性化を図ることを目的に、生活文化協力員を管内の各ブロックに配置しています。
　生活文化協力員は、定期的に開催する会議・研修会に参加
し、JA生活指導員と連携をとりながら、各地区で行う料理教
室や加工品作りなどの講師としてＪＡ女性部のグループ活動に
参加しています。また、農業まつりやＪＡ女子大学、健康診断
等にも積極的に協力するなど幅広い分野で活動しています。
　今年度は各ブロックから１３人を選任しました。今後も生活
文化活動がより充実したものとなるよう活動していきます。

ＪＡしまね出雲地区本部 生活文化協力員

令和３年度ＪＡしまね出雲地区本部 生活文化協力員

園山　紀子
矢田　絹子
長谷川博美

（敬称略）

中部ブロック

山形　由紀
山崎　智子

東部ブロック

主活動ブロック 氏　名
園山　幸美
角森　希美
横田　紀子

西部ブロック
森山都代子
石飛　通子
高山　恭子

河南ブロック

主活動ブロック 氏　名

飯塚　恵理
曽田　美子

南部ブロック

主活動ブロック 氏　名

女性部活動レポート







22

お問い合わせ先 出雲保健所 健康増進課　TEL 21-8785

　専業農家として、２５ヘクタールで水稲を栽培する岸興範
さん。地元の農家で２年間研修した後、平成２６年に就農し
ました。お父さん、従兄弟たちと４人で経営しています。
　家の周りの田んぼが徐々に減っていくのが寂しいと話す
岸さん。「大昔の高床式倉庫の時代から、稲作は日本の文
化と密接にかかわっていると思います。田んぼがある風景
を守っていきたいです」と話します。食農教育にも力を入
れ、毎年高松幼稚園、高松小学校の子どもたちの田植え
体験に協力しています。
　お二人のお子さんがおられ、今年１２月には三つ子を出産
予定です。「赤ちゃんにも安心して食べさせられるお米が
作りたい」と、４０アールで無農薬栽培も行っています。
　当初５ヘクタールで始め、土地を借りながら規模を拡大
してきた岸さん。「ご先祖の代から土地を守ってきてくださった皆さん。私たちに土地を貸していただきありがとうござ
います。これからも頑張っていきますので、よろしくお願いします」と決意を話しました。

日本の文化
田んぼがある風景を守りたい

出雲市白枝町

岸　興範さん （３１歳）
きし おきのり

★今年度から、熱中症の危険性が極めて高いと予想される日の前日夕方または当日早朝に、「熱中症警戒アラート」が発
表されます。発表されている日には外出を控える、外での運動は中止（または延期）する、エアコンを利用する等の予防
行動を積極的にとりましょう。
　　詳しくは環境省の熱中症予防情報サイトを検索してください。登録手続きをするとメール配信サービスを受けること
ができます。
　　熱中症の症状は、軽度の場合はめまいや筋肉痛、汗が止まらないなどですが、頭痛、吐き気、けいれん、意識障害な
ど重篤になることもあります。誰でもなる可能性があり、屋外だけではなく、室内でも発症します。日頃から予防するこ
とが大切です。

❶暑さを避けましょう
涼しい服装で日傘や帽子の着用、屋外作業の場合は日陰の涼し
い休憩場所の確保、屋内ではクーラー・扇風機の活用
❷のどが渇いていなくてもこまめに水分補給をしましょう
たくさん汗をかいたときは塩分も補給しましょう
❸暑さに関する情報を確認しましょう
身の回りの気温、湿度、暑さ指数（WBGT）を確認しましょう
熱中症警戒アラートの活用

❹適宜マスクをはずしましょう
屋外で２ｍ以上距離が取れる場合はマスクを外しましょう
マスク着用時は強い負荷のかかる作業や運動は避けましょう

熱中症警戒アラートに注意しましょう！！
健康ライフかわら版健康ライフかわら版

環境省 : 熱中症予防情報サイト

暑さ指数は気温、湿度、輻
射熱（日差し等）からなる熱
中症の危険性を示す指標
危険～厳重警戒～警戒～注意
～ほぼ安全の５段階があります。
段階毎に生活や運動の目安が示
されていますので、参考にしま
しょう

ご家族でご登場いただきました！
写真左より　奥さんの有仁奈さん（２７）、長男の祐範くん（４）、
興範さん、次男の喜生くん（１）
水稲栽培を間近で見てきた祐範くん、喜生くんは、２人とも農機
に興味津々。田植えをしているお父さんたちにお菓子を差し入れ
に行くこともあるそうです。

ゆ に な ひろのり

よし き

熱中症を予防するためには・・・ 暑さ指数（WBGT）

みんなの広場



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！
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Ｊ
Ａ…

Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
か
ら
、
気
づ

か
な
か
っ
た
出
雲
の
魅
力
を
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
外
か
ら
見
た
方

が
見
つ
け
や
す
い
も
の
も
あ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

●
一
昨
年
、
昨
年
と
咲
か
な
か
っ
た
紫
陽

花
が
、
今
年
は
３
年
分
ま
と
め
て
咲
き
ま

し
た…

。
ス
ゴ
ー
い
!!
で
す
!!

（
多
伎
町 

Ｉ
・
Ｔ
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

３
年
分
！
ど

ん
な
光
景
で
し
ょ

う
。
見
て
見
た
い
で

す
ね
。

（
上
塩
冶
町 

岸
ま
ゆ
み
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

間
近
で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
！
素
敵
な
絵
手

紙
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
号

の
農
家
に
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
は
、
畜
産
農
家
の
方

に
ご
登
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

●
今
年
も
沢
山
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
が
店
に
出

て
い
ま
す
ね
。
う
ち
は
み
ん
な
大
好
き
で

す
。
今
年
も
買
っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
、

沢
山
食
べ
た
い
で
す
。
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
も
い
い
で
す
ね
。

作
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
河
下
町 

Ｈ
・
Ｍ
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

デ
ラ
ウ
ェ
ア
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の

が
一
番
と
思
い
ま
す
が
、
レ
シ
ピ
も
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ま
せ
！ 

●
島
根
県
内
で
多
く
の
新
規
就
農
者
が
誕

生
し
、
島
根
県
出
身
者
だ
け
で
は
な
く
、

県
外
の
人
も
大
勢
い
る
ん
だ
な
あ
と
知
り

ま
し
た
。
自
分
に
合
っ
た
農
業
を
見
つ

け
、
楽
し
く
取
り
組
む
の
が
一
番
で
す

ね
。

（
上
塩
冶
町 

Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

※ご来場の際は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
　マスク着用、手指消毒、検温にご協力ください。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況により中止する場合
　もございますので、あらかじめご了承ください。

　ＪＡしまね出雲地区本部では、７月２３日から８月１日までの期間、管内５会
場において組合員大会を開催します。例年は各地区で開催しておりましたが、今
年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、各ブロック１会場（90分程
度）の開催とさせていただきます。組合員大会では、役職員が各地区へ出かけ、
ＪＡ事業の説明をするとともに、組合員の皆様からの意見・要望をお聞きし、事
業運営に活かすことを大きな目的としています。是非ご参加ください。

お近くの支店 または
ふれあい店 までお願いします

お問い合わせ先

中部ブロック 今市・上津・大津・塩冶・四絡
高浜・川跡・鳶巣 ラピタ本店３階大ホール７月３１日（土） １８：00～

平田文化館７月３１日（土） １５：００～東部ブロック 平田中央・佐香・灘分・国富・西田
鰐淵・北浜・平田東・桧山・伊野

大社文化プレイスうらら館７月23日（祝・金）19：００～西部ブロック 高松・長浜・大社・日御碕・鵜鷺
荒木・遙堪

スサノオホール大ホール8月  1日（日） 10：００～南部ブロック 朝山・乙立・稗原・佐田

朱鷺会館７月24日（土） 10：００～河南ブロック 神西・神門・古志・多伎・湖陵

★ご参加の方は、事前
に各地区の支店ま
たはふれあい店へ
申し込みをお願い
します。

ご 案 内組合員大会の

会場開催日時

開催日時

開催日時

会場

会場

開催日時 会場

開催日時 会場

みんなの広場
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